
会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに４万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年 会 費  １口：2,000円以上 毎年１回／同封の郵便振替用紙で納入してください。

  年会費２口以上の2,000円を超える額は賛助会費に組み込みます。

終身会費 40,000円 最初の１回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

　OBの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会ブログ」や梅窓
会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月を除く）午後に梅窓会事務室までご連絡をお願いいたしま
す。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内にありますメールアドレスまで直接原稿を投稿する
ことも出来ます。皆様の情報をお待ちしております。

ＯＢ情報大募集中！

検索梅窓会ブログ
検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
 クリックするだけでご覧になれます。

賛助金総額　824,000円

賛助金ありがとうございます

■10万円 宮原　洋一 S34
■５万円 匿　　　名 S32 小川　和夫 S34 薩川　友吾 H30
■４万円 柳町　崇雄 S43
■３万５千円 浦山　景次 S33
■３万円 井上　　徹 S35
■２万円 蓮見　一之 S34 高橋　利男 S36 松本　勝馬 S36
■１万円 宮田　勝彦 S18 池田　　稔 S23 海老原　真 S25
 崇東　有紀 S26 山田　家正 S28 小岩井明夫 S29
 半田　敏久 S29 吉澤　正行 S29 髙木　　光 S30
 桶下田雄三 S34 池田　好孝 S35 河野　文彦 S36
 中島　秀治 S41 野田　幸男 S41 水越　好治 S43
 佐久間慶一 S44 加藤　賢郎 S45 田村　秀夫 S51
 笹木　　薫 S56 柳田　紀之 S58 若山　大晃 H25
■８千円 堀川　利定 S17 猪狩　達夫 S29 佐藤　公一 S29
 植村　　茂 S31 三浦　輝雄 S33 千野　浩一 S34
 増田　伸二 H8 大野　慎時 H30
■５千円 山田　元録 S22 宗村　隆博 S33 野島　　巧 S35
 上村　輝夫 S37 田口　数幸 S40 内藤　政則 S57
 磯野　弘三 S60 城戸口大助 S63 簑島　　𥙿 H25
■４千円 小林　伸伍 S23 丹羽　義就 S25 坂本　隆博 S42
 三浦　昭夫 S48
■３千円 佐々木忠彦 S29 佐竹　好雄 S33 舛田　昭夫 S33
 石綿　孝充S36 植松喜代光 S36 古賀正二郎 S41
 今井　　均 S42 真野　英人 S46 細谷　洋太 S59
 千葉　健司 H4 中島　　脩 H27 スミス透海 R2
■２千円 中山孝次郎 S17 丸山　将平 S28 内地　　哲 S29
 三木　健一 S29 宮本　栄介 S31 関谷　栄一 S32
 野村　直人 S33 坂口　利夫 S33 大内　照夫 S34
 小野　幸雄 S34 風間　克美 S37 国枝　　裕 S42
 矢澤　　修 S43 岩沢　　毅 S45 峰岸　健一 S50
 益子　隆行 S57 小竹　章嗣 S59
■１千円 生方　良雄 S18 平山　誠一 S31 君塚　晴信 S37
 橘川　英雄 S43

　賛助金のお申し出以外で、終身会費が払い込みにもかかわらず余計にお支払い頂いた額を賛助金と
して入金させて頂きました。
　誠にありがとうございます。（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで受付分）

卒年／氏名／逝去年月日　

梅窓会会員の方がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで受付分）

S17 青木　伸雄 H29.10.9
S17 堀川　利定 H30.4
S18 大庭　克世 R2.2.26
S19 本間　享二 H29.12.20
S19 平田　健蔵 R 元
S20（4） 古川　　融 R元 .3.16
S20（4） 矢田　勊士 R2.9.19

S25 海老原　眞 R元 .12.27
S26 纐纈　浩三 R 元 .6
S29 小川　　昭 R 元 .5.14
S29 井上　哲夫 R2.2.8
S32 中野　雄二 R2.8.9
S32 布村　公男 R2.9.17
S33 坂口　利夫 R2.12.25

S34 梶谷　　直 H30
S35 水島　　豊 R2
S43 小野寺良修 
S59 一番ケ瀬広志 R2.7.27
H11 小泉　浩史 H21.2.10
H2 岩佐　　祐（学園警備員） 
    R3.9.19

哀悼（敬称略　卒年順）

インタビュー

Mr.社会人野球　西郷泰之

オリンピックの思い出
　冒頭に2021年８月７日（土）横浜スタジアムで東京オリンピック野球競技の決

勝戦が行われ見事に日本がアメリカを倒して金メダルを獲得しました。

　『野球競技に関わった人間として大変嬉しく非常に感動いたしました。本当に

おめでとうございます。』

　の挨拶から対談が始まりました。

　西郷氏は、日本学園硬式野球部を1991年終了後に三菱自動車川崎（現在の

三菱ふそう川崎）のセレクションを受け採用が決まり社会人野球選手としての本

格的なスタートを切った。

　2009年にホンダ自動車に転籍するが、都市対抗での６回の優勝、橋戸賞（最高殊勲選手）を獲得した経験もあり

1996年にはアトランタ五輪のメンバーに選ばれ打率４割８分１厘で日本の銀メダル獲得に大いに貢献しました。

　2015年（43歳）に現役を引退するが社会人野球に於ける都市対抗野球ホームラン通算14本塁打は歴代１位の記録

保持者である、５本が金属バットで９本が木製バット（同記録保持者は金属バットでの記録である）。絶頂時に頭蓋

骨骨折の不幸なアクシデントにあうが、その後、本人の奇跡的な努力により現役復帰し野球選手のみならず野球関係

者から知らずのうちにMr.社会人と呼ばれるようになった。

－その西郷氏に野球人生、アトランタ五輪の思い出などの話を伺いました
　『日本学園在学中は野球部員として甲子園出場を目指し毎日厳しい練習をしており、こんなに厳しい練習をしている

のだから３年生になった時は普段通りにやっていれば甲子園には出場出来ると思っていましたが結果は4回戦敗退、そ

んなにあまいものではありませんでした。

　実際に私の高校時代のレベルではとても日本代表でオリンピックに出場出来るなどとは夢にも思いませんでした。

　社会人野球に進んでからのレベルの高さ、パワー、スピード、１球にかける真剣さなどどれをとっても明らかに劣ってい

ました。

　今後野球をやり続け、生き残るために、自分の技術を磨きました、通常練習後にバッティングに関してはティー打撃

を含め少なくとも毎日500スイングを欠かさず、体力作りのためにはランニングを、ダッシュ・短・中・長距離を年間欠か

さずにこなし、冬は特に２時間、レギュラーを目指し、レギュラーになったら主軸を打てるように、一つずつ目標を決めて

毎日毎日どうすれば良いか考えながら頑張りました。

　より充実した紙面と運営費増加を目的に、しばらく休んでおりました広告を再開いたしました。広告内容は企業広
告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。ご希望
の方は下記までお問い合わせください。

●サイズ（約）：9cm×5cm　金10,000円　　●配布部数：約2,500部　　●レイアウトは編集部にお任せください。

●お問い合わせ先　電話／FAX：03－3322－7878（梅窓会事務所）

広告募集のお知らせ

日本学園梅窓会正会員各位
梅窓会は、この度懇親会を下記の内容にて開催する事になりましたのでご案内申し上げます。
開催日時：令和４年１月 22日（土）　12：00～ 14：30（2.5 時間）
場　　所：法曹会館（高砂の間）
 〒100－0013　千代田区霞が関 1－1－1
 (TEL) 03－3581－2146　　（FAX） 03－3581－2140
参加人員：150 名（期待値）
式次第に関しましては運営委員会にて検討いたしますので決定次第ご報告申し上げます。
※新型コロナの状況により中止／延期の場合は梅窓会のブログ（ホームページ）で告知します。

梅窓会　加藤海士郎（S38年卒）

Vol.94
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［発行人］ 会長　加藤  海士郎
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　令和３年６月に開催予定だった前期（春季）常任幹事会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）に延期されました。それにも拘ら

ず32名出席のもと10時30分より本校特７教室にて開催されました。小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定

の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶がありました。引き続いて来賓で新理事長に就任した松本勝馬氏（S36年卒）の挨拶がありまし

た。挨拶終了後、前理事長に“不明金・預り金問題”について、松本新理事長に“学校経営”についての質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告があり、監査報告で監査人１名の監査は疑

問の質疑応答がありましたが、賛成多数で可決されました。第２号議案、令

和３年度事業計画・予算案が各担当者から報告があり、若干の質疑応答

がありましたが、賛成多数で可決されました。第３号議案、梅窓会新評議員

候補者選挙結果報告が小幡卓史氏（S42年卒）並びに浦山景次副会長

（S33年卒）から報告がありました。当該選挙について問題が多く質疑応答

も多々出ましたが、結果賛成多数で可決されました。更に、第４号議案、新

会長候補者の紹介及び挨拶が浦山景次副会長（S33年卒）から会長就任

推薦の経緯報告があり、それを受け、加藤海士郎氏（S38年卒）が会長就

任挨拶を行いました。そして最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞

で12時35分、会議は終了しました。

　令和３年６月に開催予定だった総会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）午後に延期されました。それにも拘らずほぼ30名

弱出席のもと13時より本校特７教室にて開催されました。

　小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶があり、引き続いて来賓で新

理事長にした就任した松本勝馬氏（S36年卒）、校長の水野重均氏（S48年卒）の挨拶がありました。挨拶終了後、主に“学校経営

及び学事”に関する質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告がありましたが、監査執行者が１人の理由

の質問（監事緊急入院の為）がありましたが、議案は賛成多数で承認されました。第２号議案、令和３年度事業計画・予算案も各

担当者から報告があり、事業計画では特に“奨学金”を50万円から倍額100万円にする件、“会報発行”は昨年度同様コロナ禍の

為１回に留める等々の提示がなされ、議案は賛成多数で承認されました。第３号議案、梅窓会新評議員候補者選挙結果報告が

小幡卓史氏（S42年卒）から報告があり、議案は賛成多数で承認されました。更に第４号議案、新会長候補者の紹介が浦山景次

副会長（S33年卒）から報告があり、議案は賛成多

数で承認されました。これを受けて加藤海士郎新

会長（S38年卒）から“受諾挨拶”ありました。そして

最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞の

前に清水正敏理事（S41年卒）・水野重均校長

（S48年卒）から“次世代梅窓会勧誘活動”を積極

的に実施して行く旨の建設的な提案事項もあり、

拍手の内14時40分、令和３年度前期の梅窓会総

会は終了しました。

令和３年７月３日（土）梅窓会前期（春季）常任幹事会開催－アトランタ五輪に関して
　1996年アトランタ五輪の前年の1995年、アジア地区予選で五輪出場をかけた

予選が行われ、台湾、韓国、中国と対戦し3連勝で代表権を獲得しました。

　その大会の数日後NPB（日本プロ野球）のドラフト会議が行われ予選を勝ち抜

いた主力メンバーの数人がドラフト指名をされてNPBに進みました（２番セカン

ド松本、３番サード仁志、高木大成など）。

　全日本としてはかなりの痛手でありメンバーの再編が必要となりました。

　私も野球を始めたきっかけは大きな大会に出たい、優勝トロフィーが欲しいな

どの気持ちでしたが、そのうちにプロ野球選手になりたい気持ちが出てきました。

1995年にはレギュラーになり日本代表にも選ばれかなりの成績、結果を残し、そ

の土俵にまで上がってきたかなとも感じていました。

　色々な国際大会に出場してきましたが、やはりオリンピックは特別であります。世界の注目度が違います。

　私は24歳でアトランタ五輪・日本代表選手に選ばれました。開催国はアメリカであり、球場はMLBアトランタ・ブレー

ブスの本拠地での開催であり、毎試合何万人もの観衆が球場に足を運んでくれ毎試合緊張し各試合は素晴らしい盛

り上がりでした。

　参加チームは８チームで当時は世界最強と言われていたキューバを倒し金メダル獲得が目標でしたが、そのキューバ

との決勝戦ではキューバ選手の身体能力の高さに度肝を抜かれた記憶があります。どの選手も全身これバネ、足は速

く、投手の投げるスピード、きれ、変化球の回転は鋭く、何をしてくるか分からない攻撃と今までの相手とは異質のもの

でありました。しかしながらあと一歩のところまで追い詰めたのですが残念ながらキューバに敗れて銀メダルに終わり、

非常に悔しい気持ちと何とかメダルを取れた安心感とが同居し複雑な気持ちだった思いがありました。

　1996年アトランタ五輪で銀メダルを獲得し自分自身の成績も

試合　打席　打数　得点　安打　2塁打　3塁打　本塁打　四球　打率　出塁　

　の成績を残しやり切った感はありました。

　実際に初戦のオランダ戦に代打ホームランから始まり2戦でスタメンになり2番打者としての役割を十分に担いNPB

に挑戦したいという気持ちになりました。しかしながらその後、都市対抗での不振やアクシデント、守備の問題などが

ありNPBからの指名を得ることはありませんでした。

　自分自身真剣に取り組めるものを見つけられたことは大変幸せに思っています。

　苦しい思い出も、楽しい思い出も多々ありますが自分自身を成長させ、また支えてくれたのは大好きな野球でした。

　現在はホンダに勤務していますが、機会がありましたら何らかの形で野球界に恩返しをしたいと思っています。

2021年８月15日

梅窓会　運営委員　野球部OB会会長

佐藤昌幸（S40年卒）

　週刊ダイヤモンド「最強の中高一貫校」（4/24号）と週刊東洋経済「中高一貫VS大学付属」（5/29号）に我が校「日本学園」
が高い評価を受け掲載されました。
　週刊ダイヤモンドではレバレッジ度（「初めは小さな力を大きく動かす」意味の投資用語）の高い学校、首都圏で偏差値55
未満の中高一貫校のレバレッジ度総合ランキング「第10位」、MARCH偏差値50未満の中高一貫校のレバレッジ度上位ラ
ンキング「第45位」の評価を頂きました。一方週刊東洋経済では「高校卒業時偏差値―中・高入学時偏差値＝入学後に生徒
の学力伸びているお得校」が東京都進学ランキング20位に選ばれました。
　両誌とも創立者杉浦重剛先生の尊い言葉「人は得意な道で成長すれば良い」を “教え” のもと、得意を見付け、生徒自ら
の進路を切り開いていく力をつけて卒業していく姿が “認知” されたのではないかと思います。

OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出

総会報告  令和３年７月３日　梅窓会総会が開催されました。
NEWS

! 中学受験メディア２誌に掲載される！！
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　令和３年６月に開催予定だった前期（春季）常任幹事会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）に延期されました。それにも拘ら

ず32名出席のもと10時30分より本校特７教室にて開催されました。小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定

の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶がありました。引き続いて来賓で新理事長に就任した松本勝馬氏（S36年卒）の挨拶がありまし

た。挨拶終了後、前理事長に“不明金・預り金問題”について、松本新理事長に“学校経営”についての質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告があり、監査報告で監査人１名の監査は疑

問の質疑応答がありましたが、賛成多数で可決されました。第２号議案、令

和３年度事業計画・予算案が各担当者から報告があり、若干の質疑応答

がありましたが、賛成多数で可決されました。第３号議案、梅窓会新評議員

候補者選挙結果報告が小幡卓史氏（S42年卒）並びに浦山景次副会長

（S33年卒）から報告がありました。当該選挙について問題が多く質疑応答

も多々出ましたが、結果賛成多数で可決されました。更に、第４号議案、新

会長候補者の紹介及び挨拶が浦山景次副会長（S33年卒）から会長就任

推薦の経緯報告があり、それを受け、加藤海士郎氏（S38年卒）が会長就

任挨拶を行いました。そして最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞

で12時35分、会議は終了しました。

　令和３年６月に開催予定だった総会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）午後に延期されました。それにも拘らずほぼ30名

弱出席のもと13時より本校特７教室にて開催されました。

　小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶があり、引き続いて来賓で新

理事長にした就任した松本勝馬氏（S36年卒）、校長の水野重均氏（S48年卒）の挨拶がありました。挨拶終了後、主に“学校経営

及び学事”に関する質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告がありましたが、監査執行者が１人の理由

の質問（監事緊急入院の為）がありましたが、議案は賛成多数で承認されました。第２号議案、令和３年度事業計画・予算案も各

担当者から報告があり、事業計画では特に“奨学金”を50万円から倍額100万円にする件、“会報発行”は昨年度同様コロナ禍の

為１回に留める等々の提示がなされ、議案は賛成多数で承認されました。第３号議案、梅窓会新評議員候補者選挙結果報告が

小幡卓史氏（S42年卒）から報告があり、議案は賛成多数で承認されました。更に第４号議案、新会長候補者の紹介が浦山景次

副会長（S33年卒）から報告があり、議案は賛成多

数で承認されました。これを受けて加藤海士郎新

会長（S38年卒）から“受諾挨拶”ありました。そして

最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞の

前に清水正敏理事（S41年卒）・水野重均校長

（S48年卒）から“次世代梅窓会勧誘活動”を積極

的に実施して行く旨の建設的な提案事項もあり、

拍手の内14時40分、令和３年度前期の梅窓会総

会は終了しました。

令和３年７月３日（土）梅窓会前期（春季）常任幹事会開催－アトランタ五輪に関して
　1996年アトランタ五輪の前年の1995年、アジア地区予選で五輪出場をかけた

予選が行われ、台湾、韓国、中国と対戦し3連勝で代表権を獲得しました。

　その大会の数日後NPB（日本プロ野球）のドラフト会議が行われ予選を勝ち抜

いた主力メンバーの数人がドラフト指名をされてNPBに進みました（２番セカン

ド松本、３番サード仁志、高木大成など）。

　全日本としてはかなりの痛手でありメンバーの再編が必要となりました。

　私も野球を始めたきっかけは大きな大会に出たい、優勝トロフィーが欲しいな

どの気持ちでしたが、そのうちにプロ野球選手になりたい気持ちが出てきました。

1995年にはレギュラーになり日本代表にも選ばれかなりの成績、結果を残し、そ

の土俵にまで上がってきたかなとも感じていました。

　色々な国際大会に出場してきましたが、やはりオリンピックは特別であります。世界の注目度が違います。

　私は24歳でアトランタ五輪・日本代表選手に選ばれました。開催国はアメリカであり、球場はMLBアトランタ・ブレー

ブスの本拠地での開催であり、毎試合何万人もの観衆が球場に足を運んでくれ毎試合緊張し各試合は素晴らしい盛

り上がりでした。

　参加チームは８チームで当時は世界最強と言われていたキューバを倒し金メダル獲得が目標でしたが、そのキューバ

との決勝戦ではキューバ選手の身体能力の高さに度肝を抜かれた記憶があります。どの選手も全身これバネ、足は速

く、投手の投げるスピード、きれ、変化球の回転は鋭く、何をしてくるか分からない攻撃と今までの相手とは異質のもの

でありました。しかしながらあと一歩のところまで追い詰めたのですが残念ながらキューバに敗れて銀メダルに終わり、

非常に悔しい気持ちと何とかメダルを取れた安心感とが同居し複雑な気持ちだった思いがありました。

　1996年アトランタ五輪で銀メダルを獲得し自分自身の成績も

試合　打席　打数　得点　安打　2塁打　3塁打　本塁打　四球　打率　出塁　

　の成績を残しやり切った感はありました。

　実際に初戦のオランダ戦に代打ホームランから始まり2戦でスタメンになり2番打者としての役割を十分に担いNPB

に挑戦したいという気持ちになりました。しかしながらその後、都市対抗での不振やアクシデント、守備の問題などが

ありNPBからの指名を得ることはありませんでした。

　自分自身真剣に取り組めるものを見つけられたことは大変幸せに思っています。

　苦しい思い出も、楽しい思い出も多々ありますが自分自身を成長させ、また支えてくれたのは大好きな野球でした。

　現在はホンダに勤務していますが、機会がありましたら何らかの形で野球界に恩返しをしたいと思っています。

2021年８月15日

梅窓会　運営委員　野球部OB会会長

佐藤昌幸（S40年卒）

　週刊ダイヤモンド「最強の中高一貫校」（4/24号）と週刊東洋経済「中高一貫VS大学付属」（5/29号）に我が校「日本学園」
が高い評価を受け掲載されました。
　週刊ダイヤモンドではレバレッジ度（「初めは小さな力を大きく動かす」意味の投資用語）の高い学校、首都圏で偏差値55
未満の中高一貫校のレバレッジ度総合ランキング「第10位」、MARCH偏差値50未満の中高一貫校のレバレッジ度上位ラ
ンキング「第45位」の評価を頂きました。一方週刊東洋経済では「高校卒業時偏差値―中・高入学時偏差値＝入学後に生徒
の学力伸びているお得校」が東京都進学ランキング20位に選ばれました。
　両誌とも創立者杉浦重剛先生の尊い言葉「人は得意な道で成長すれば良い」を “教え” のもと、得意を見付け、生徒自ら
の進路を切り開いていく力をつけて卒業していく姿が “認知” されたのではないかと思います。

OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出
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　令和３年６月に開催予定だった前期（春季）常任幹事会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）に延期されました。それにも拘ら

ず32名出席のもと10時30分より本校特７教室にて開催されました。小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定

の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶がありました。引き続いて来賓で新理事長に就任した松本勝馬氏（S36年卒）の挨拶がありまし

た。挨拶終了後、前理事長に“不明金・預り金問題”について、松本新理事長に“学校経営”についての質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告があり、監査報告で監査人１名の監査は疑

問の質疑応答がありましたが、賛成多数で可決されました。第２号議案、令

和３年度事業計画・予算案が各担当者から報告があり、若干の質疑応答

がありましたが、賛成多数で可決されました。第３号議案、梅窓会新評議員

候補者選挙結果報告が小幡卓史氏（S42年卒）並びに浦山景次副会長

（S33年卒）から報告がありました。当該選挙について問題が多く質疑応答

も多々出ましたが、結果賛成多数で可決されました。更に、第４号議案、新

会長候補者の紹介及び挨拶が浦山景次副会長（S33年卒）から会長就任

推薦の経緯報告があり、それを受け、加藤海士郎氏（S38年卒）が会長就

任挨拶を行いました。そして最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞

で12時35分、会議は終了しました。

　令和３年６月に開催予定だった総会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）午後に延期されました。それにも拘らずほぼ30名

弱出席のもと13時より本校特７教室にて開催されました。

　小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶があり、引き続いて来賓で新

理事長にした就任した松本勝馬氏（S36年卒）、校長の水野重均氏（S48年卒）の挨拶がありました。挨拶終了後、主に“学校経営

及び学事”に関する質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告がありましたが、監査執行者が１人の理由

の質問（監事緊急入院の為）がありましたが、議案は賛成多数で承認されました。第２号議案、令和３年度事業計画・予算案も各

担当者から報告があり、事業計画では特に“奨学金”を50万円から倍額100万円にする件、“会報発行”は昨年度同様コロナ禍の

為１回に留める等々の提示がなされ、議案は賛成多数で承認されました。第３号議案、梅窓会新評議員候補者選挙結果報告が

小幡卓史氏（S42年卒）から報告があり、議案は賛成多数で承認されました。更に第４号議案、新会長候補者の紹介が浦山景次

副会長（S33年卒）から報告があり、議案は賛成多

数で承認されました。これを受けて加藤海士郎新

会長（S38年卒）から“受諾挨拶”ありました。そして

最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞の

前に清水正敏理事（S41年卒）・水野重均校長

（S48年卒）から“次世代梅窓会勧誘活動”を積極

的に実施して行く旨の建設的な提案事項もあり、

拍手の内14時40分、令和３年度前期の梅窓会総

会は終了しました。

令和３年７月３日（土）梅窓会前期（春季）常任幹事会開催－アトランタ五輪に関して
　1996年アトランタ五輪の前年の1995年、アジア地区予選で五輪出場をかけた

予選が行われ、台湾、韓国、中国と対戦し3連勝で代表権を獲得しました。

　その大会の数日後NPB（日本プロ野球）のドラフト会議が行われ予選を勝ち抜

いた主力メンバーの数人がドラフト指名をされてNPBに進みました（２番セカン

ド松本、３番サード仁志、高木大成など）。

　全日本としてはかなりの痛手でありメンバーの再編が必要となりました。

　私も野球を始めたきっかけは大きな大会に出たい、優勝トロフィーが欲しいな

どの気持ちでしたが、そのうちにプロ野球選手になりたい気持ちが出てきました。

1995年にはレギュラーになり日本代表にも選ばれかなりの成績、結果を残し、そ

の土俵にまで上がってきたかなとも感じていました。

　色々な国際大会に出場してきましたが、やはりオリンピックは特別であります。世界の注目度が違います。

　私は24歳でアトランタ五輪・日本代表選手に選ばれました。開催国はアメリカであり、球場はMLBアトランタ・ブレー

ブスの本拠地での開催であり、毎試合何万人もの観衆が球場に足を運んでくれ毎試合緊張し各試合は素晴らしい盛

り上がりでした。

　参加チームは８チームで当時は世界最強と言われていたキューバを倒し金メダル獲得が目標でしたが、そのキューバ

との決勝戦ではキューバ選手の身体能力の高さに度肝を抜かれた記憶があります。どの選手も全身これバネ、足は速

く、投手の投げるスピード、きれ、変化球の回転は鋭く、何をしてくるか分からない攻撃と今までの相手とは異質のもの

でありました。しかしながらあと一歩のところまで追い詰めたのですが残念ながらキューバに敗れて銀メダルに終わり、

非常に悔しい気持ちと何とかメダルを取れた安心感とが同居し複雑な気持ちだった思いがありました。

　1996年アトランタ五輪で銀メダルを獲得し自分自身の成績も

試合　打席　打数　得点　安打　2塁打　3塁打　本塁打　四球　打率　出塁　

　の成績を残しやり切った感はありました。

　実際に初戦のオランダ戦に代打ホームランから始まり2戦でスタメンになり2番打者としての役割を十分に担いNPB

に挑戦したいという気持ちになりました。しかしながらその後、都市対抗での不振やアクシデント、守備の問題などが

ありNPBからの指名を得ることはありませんでした。

　自分自身真剣に取り組めるものを見つけられたことは大変幸せに思っています。

　苦しい思い出も、楽しい思い出も多々ありますが自分自身を成長させ、また支えてくれたのは大好きな野球でした。

　現在はホンダに勤務していますが、機会がありましたら何らかの形で野球界に恩返しをしたいと思っています。

2021年８月15日

梅窓会　運営委員　野球部OB会会長

佐藤昌幸（S40年卒）

　週刊ダイヤモンド「最強の中高一貫校」（4/24号）と週刊東洋経済「中高一貫VS大学付属」（5/29号）に我が校「日本学園」
が高い評価を受け掲載されました。
　週刊ダイヤモンドではレバレッジ度（「初めは小さな力を大きく動かす」意味の投資用語）の高い学校、首都圏で偏差値55
未満の中高一貫校のレバレッジ度総合ランキング「第10位」、MARCH偏差値50未満の中高一貫校のレバレッジ度上位ラ
ンキング「第45位」の評価を頂きました。一方週刊東洋経済では「高校卒業時偏差値―中・高入学時偏差値＝入学後に生徒
の学力伸びているお得校」が東京都進学ランキング20位に選ばれました。
　両誌とも創立者杉浦重剛先生の尊い言葉「人は得意な道で成長すれば良い」を “教え” のもと、得意を見付け、生徒自ら
の進路を切り開いていく力をつけて卒業していく姿が “認知” されたのではないかと思います。

OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出

総会報告  令和３年７月３日　梅窓会総会が開催されました。
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　令和３年６月に開催予定だった前期（春季）常任幹事会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）に延期されました。それにも拘ら

ず32名出席のもと10時30分より本校特７教室にて開催されました。小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定

の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶がありました。引き続いて来賓で新理事長に就任した松本勝馬氏（S36年卒）の挨拶がありまし

た。挨拶終了後、前理事長に“不明金・預り金問題”について、松本新理事長に“学校経営”についての質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告があり、監査報告で監査人１名の監査は疑

問の質疑応答がありましたが、賛成多数で可決されました。第２号議案、令

和３年度事業計画・予算案が各担当者から報告があり、若干の質疑応答

がありましたが、賛成多数で可決されました。第３号議案、梅窓会新評議員

候補者選挙結果報告が小幡卓史氏（S42年卒）並びに浦山景次副会長

（S33年卒）から報告がありました。当該選挙について問題が多く質疑応答

も多々出ましたが、結果賛成多数で可決されました。更に、第４号議案、新

会長候補者の紹介及び挨拶が浦山景次副会長（S33年卒）から会長就任

推薦の経緯報告があり、それを受け、加藤海士郎氏（S38年卒）が会長就

任挨拶を行いました。そして最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞

で12時35分、会議は終了しました。

　令和３年６月に開催予定だった総会は緊急事態宣言発令の為、７月３日（土）午後に延期されました。それにも拘らずほぼ30名

弱出席のもと13時より本校特７教室にて開催されました。

　小幡卓史氏（S42年卒）の司会進行で始まり、新会長就任予定の加藤海士郎氏（S38年卒）の挨拶があり、引き続いて来賓で新

理事長にした就任した松本勝馬氏（S36年卒）、校長の水野重均氏（S48年卒）の挨拶がありました。挨拶終了後、主に“学校経営

及び学事”に関する質疑応答がありました。

　引き続き会議に入り、関口直秀氏（S45年卒）が議長に選出され議事に入りました。

　議事の第１号議案、令和２年度事業報告・決算報告・監査報告が各担当者から報告がありましたが、監査執行者が１人の理由

の質問（監事緊急入院の為）がありましたが、議案は賛成多数で承認されました。第２号議案、令和３年度事業計画・予算案も各

担当者から報告があり、事業計画では特に“奨学金”を50万円から倍額100万円にする件、“会報発行”は昨年度同様コロナ禍の

為１回に留める等々の提示がなされ、議案は賛成多数で承認されました。第３号議案、梅窓会新評議員候補者選挙結果報告が

小幡卓史氏（S42年卒）から報告があり、議案は賛成多数で承認されました。更に第４号議案、新会長候補者の紹介が浦山景次

副会長（S33年卒）から報告があり、議案は賛成多

数で承認されました。これを受けて加藤海士郎新

会長（S38年卒）から“受諾挨拶”ありました。そして

最後に浦山景次副会長（S33年卒）の閉会の辞の

前に清水正敏理事（S41年卒）・水野重均校長

（S48年卒）から“次世代梅窓会勧誘活動”を積極

的に実施して行く旨の建設的な提案事項もあり、

拍手の内14時40分、令和３年度前期の梅窓会総

会は終了しました。

令和３年７月３日（土）梅窓会前期（春季）常任幹事会開催－アトランタ五輪に関して
　1996年アトランタ五輪の前年の1995年、アジア地区予選で五輪出場をかけた

予選が行われ、台湾、韓国、中国と対戦し3連勝で代表権を獲得しました。

　その大会の数日後NPB（日本プロ野球）のドラフト会議が行われ予選を勝ち抜

いた主力メンバーの数人がドラフト指名をされてNPBに進みました（２番セカン

ド松本、３番サード仁志、高木大成など）。

　全日本としてはかなりの痛手でありメンバーの再編が必要となりました。

　私も野球を始めたきっかけは大きな大会に出たい、優勝トロフィーが欲しいな

どの気持ちでしたが、そのうちにプロ野球選手になりたい気持ちが出てきました。

1995年にはレギュラーになり日本代表にも選ばれかなりの成績、結果を残し、そ

の土俵にまで上がってきたかなとも感じていました。

　色々な国際大会に出場してきましたが、やはりオリンピックは特別であります。世界の注目度が違います。

　私は24歳でアトランタ五輪・日本代表選手に選ばれました。開催国はアメリカであり、球場はMLBアトランタ・ブレー

ブスの本拠地での開催であり、毎試合何万人もの観衆が球場に足を運んでくれ毎試合緊張し各試合は素晴らしい盛

り上がりでした。

　参加チームは８チームで当時は世界最強と言われていたキューバを倒し金メダル獲得が目標でしたが、そのキューバ

との決勝戦ではキューバ選手の身体能力の高さに度肝を抜かれた記憶があります。どの選手も全身これバネ、足は速

く、投手の投げるスピード、きれ、変化球の回転は鋭く、何をしてくるか分からない攻撃と今までの相手とは異質のもの

でありました。しかしながらあと一歩のところまで追い詰めたのですが残念ながらキューバに敗れて銀メダルに終わり、

非常に悔しい気持ちと何とかメダルを取れた安心感とが同居し複雑な気持ちだった思いがありました。

　1996年アトランタ五輪で銀メダルを獲得し自分自身の成績も

試合　打席　打数　得点　安打　2塁打　3塁打　本塁打　四球　打率　出塁　

　の成績を残しやり切った感はありました。

　実際に初戦のオランダ戦に代打ホームランから始まり2戦でスタメンになり2番打者としての役割を十分に担いNPB

に挑戦したいという気持ちになりました。しかしながらその後、都市対抗での不振やアクシデント、守備の問題などが

ありNPBからの指名を得ることはありませんでした。

　自分自身真剣に取り組めるものを見つけられたことは大変幸せに思っています。

　苦しい思い出も、楽しい思い出も多々ありますが自分自身を成長させ、また支えてくれたのは大好きな野球でした。

　現在はホンダに勤務していますが、機会がありましたら何らかの形で野球界に恩返しをしたいと思っています。

2021年８月15日

梅窓会　運営委員　野球部OB会会長

佐藤昌幸（S40年卒）

　週刊ダイヤモンド「最強の中高一貫校」（4/24号）と週刊東洋経済「中高一貫VS大学付属」（5/29号）に我が校「日本学園」
が高い評価を受け掲載されました。
　週刊ダイヤモンドではレバレッジ度（「初めは小さな力を大きく動かす」意味の投資用語）の高い学校、首都圏で偏差値55
未満の中高一貫校のレバレッジ度総合ランキング「第10位」、MARCH偏差値50未満の中高一貫校のレバレッジ度上位ラ
ンキング「第45位」の評価を頂きました。一方週刊東洋経済では「高校卒業時偏差値―中・高入学時偏差値＝入学後に生徒
の学力伸びているお得校」が東京都進学ランキング20位に選ばれました。
　両誌とも創立者杉浦重剛先生の尊い言葉「人は得意な道で成長すれば良い」を “教え” のもと、得意を見付け、生徒自ら
の進路を切り開いていく力をつけて卒業していく姿が “認知” されたのではないかと思います。

OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出OBインタビュー｜Mr. 社会人野球　西郷泰之（H３年卒）　オリンピックの思い出

総会報告  令和３年７月３日　梅窓会総会が開催されました。
NEWS

! 中学受験メディア２誌に掲載される！！
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令和二年度決算実績� （2020/4/1〜2021/3/31 単位：円）

令和二年度予算 令和二年度決算

収入

　　　正会員（終身）収入 880,000 240,000

　　　正会員（年）収入 320,000 172,000

　　　賛助会費（余剰会費分） 900,000 824,000

正会員収入　計 2,100,000 1,236,000

準会員収入 1,771,200 1,903,200

雑収入 50,100 18,081

収入合計 3,921,300 3,157,281

支出

　　　委員会運営費 1,100,000 573,550

　　　通信費 167,000 209,578

　　　旅費交通費 20,000 0

　　　事務費・消耗品費 169,000 75,711

　　　会議費 60,000 18,000

　　　雑費 176,000 26,440

　　　口座徴収料金 50,000 33,359

　　　慶弔費 30,000 0

　　　人件費 300,000 261,800

　　　水道光熱費 100,000 100,000

一般管理費　計 2,172,000 1,298,438

　　　備品費 90,000 379,236

　　　卒業記念品費 500,000 367,225

　　　会報費 1,240,000 553,094

　　　学園行事協力費 90,000 0

　　　学園行事支援費 190,000 0

　　　補助寄付金（奨学金） 500,000 500,000

　　　予備費 40,000 0

業務運営費　計 2,650,000 1,799,555

支出合計 4,822,000 3,097,993

収支差額 -900,700 59,288

次期繰越金 8,387,228 9,347,216

令和二年度　決算報告

監　査　報　告　書

日本学園梅窓会
　会長　小川　和夫　殿

　日本学園梅窓会　令和２年度決算については提示された
帳簿および証票類などを監査した結果その処理は適正に執
行されたことを認めます。

令和３年４月２３日
日本学園梅窓会　監事　熊倉　英人



会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに４万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年 会 費  １口：2,000円以上 毎年１回／同封の郵便振替用紙で納入してください。

  年会費２口以上の2,000円を超える額は賛助会費に組み込みます。

終身会費 40,000円 最初の１回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

　OBの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会ブログ」や梅窓
会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月を除く）午後に梅窓会事務室までご連絡をお願いいたしま
す。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内にありますメールアドレスまで直接原稿を投稿する
ことも出来ます。皆様の情報をお待ちしております。

ＯＢ情報大募集中！

検索梅窓会ブログ
検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
 クリックするだけでご覧になれます。

賛助金総額　824,000円

賛助金ありがとうございます

■10万円 宮原　洋一 S34
■５万円 匿　　　名 S32 小川　和夫 S34 薩川　友吾 H30
■４万円 柳町　崇雄 S43
■３万５千円 浦山　景次 S33
■３万円 井上　　徹 S35
■２万円 蓮見　一之 S34 高橋　利男 S36 松本　勝馬 S36
■１万円 宮田　勝彦 S18 池田　　稔 S23 海老原　真 S25
 崇東　有紀 S26 山田　家正 S28 小岩井明夫 S29
 半田　敏久 S29 吉澤　正行 S29 髙木　　光 S30
 桶下田雄三 S34 池田　好孝 S35 河野　文彦 S36
 中島　秀治 S41 野田　幸男 S41 水越　好治 S43
 佐久間慶一 S44 加藤　賢郎 S45 田村　秀夫 S51
 笹木　　薫 S56 柳田　紀之 S58 若山　大晃 H25
■８千円 堀川　利定 S17 猪狩　達夫 S29 佐藤　公一 S29
 植村　　茂 S31 三浦　輝雄 S33 千野　浩一 S34
 増田　伸二 H8 大野　慎時 H30
■５千円 山田　元録 S22 宗村　隆博 S33 野島　　巧 S35
 上村　輝夫 S37 田口　数幸 S40 内藤　政則 S57
 磯野　弘三 S60 城戸口大助 S63 簑島　　𥙿 H25
■４千円 小林　伸伍 S23 丹羽　義就 S25 坂本　隆博 S42
 三浦　昭夫 S48
■３千円 佐々木忠彦 S29 佐竹　好雄 S33 舛田　昭夫 S33
 石綿　孝充S36 植松喜代光 S36 古賀正二郎 S41
 今井　　均 S42 真野　英人 S46 細谷　洋太 S59
 千葉　健司 H4 中島　　脩 H27 スミス透海 R2
■２千円 中山孝次郎 S17 丸山　将平 S28 内地　　哲 S29
 三木　健一 S29 宮本　栄介 S31 関谷　栄一 S32
 野村　直人 S33 坂口　利夫 S33 大内　照夫 S34
 小野　幸雄 S34 風間　克美 S37 国枝　　裕 S42
 矢澤　　修 S43 岩沢　　毅 S45 峰岸　健一 S50
 益子　隆行 S57 小竹　章嗣 S59
■１千円 生方　良雄 S18 平山　誠一 S31 君塚　晴信 S37
 橘川　英雄 S43

　賛助金のお申し出以外で、終身会費が払い込みにもかかわらず余計にお支払い頂いた額を賛助金と
して入金させて頂きました。
　誠にありがとうございます。（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで受付分）

卒年／氏名／逝去年月日　

梅窓会会員の方がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで受付分）

S17 青木　伸雄 H29.10.9
S17 堀川　利定 H30.4
S18 大庭　克世 R2.2.26
S19 本間　享二 H29.12.20
S19 平田　健蔵 R 元
S20（4） 古川　　融 R元 .3.16
S20（4） 矢田　勊士 R2.9.19

S25 海老原　眞 R元 .12.27
S26 纐纈　浩三 R 元 .6
S29 小川　　昭 R 元 .5.14
S29 井上　哲夫 R2.2.8
S32 中野　雄二 R2.8.9
S32 布村　公男 R2.9.17
S33 坂口　利夫 R2.12.25

S34 梶谷　　直 H30
S35 水島　　豊 R2
S43 小野寺良修 
S59 一番ケ瀬広志 R2.7.27
H11 小泉　浩史 H21.2.10
H2 岩佐　　祐（学園警備員） 
    R3.9.19

哀悼（敬称略　卒年順）

インタビュー

Mr.社会人野球　西郷泰之

オリンピックの思い出
　冒頭に2021年８月７日（土）横浜スタジアムで東京オリンピック野球競技の決

勝戦が行われ見事に日本がアメリカを倒して金メダルを獲得しました。

　『野球競技に関わった人間として大変嬉しく非常に感動いたしました。本当に

おめでとうございます。』

　の挨拶から対談が始まりました。

　西郷氏は、日本学園硬式野球部を1991年終了後に三菱自動車川崎（現在の

三菱ふそう川崎）のセレクションを受け採用が決まり社会人野球選手としての本

格的なスタートを切った。

　2009年にホンダ自動車に転籍するが、都市対抗での６回の優勝、橋戸賞（最高殊勲選手）を獲得した経験もあり

1996年にはアトランタ五輪のメンバーに選ばれ打率４割８分１厘で日本の銀メダル獲得に大いに貢献しました。

　2015年（43歳）に現役を引退するが社会人野球に於ける都市対抗野球ホームラン通算14本塁打は歴代１位の記録

保持者である、５本が金属バットで９本が木製バット（同記録保持者は金属バットでの記録である）。絶頂時に頭蓋

骨骨折の不幸なアクシデントにあうが、その後、本人の奇跡的な努力により現役復帰し野球選手のみならず野球関係

者から知らずのうちにMr.社会人と呼ばれるようになった。

－その西郷氏に野球人生、アトランタ五輪の思い出などの話を伺いました
　『日本学園在学中は野球部員として甲子園出場を目指し毎日厳しい練習をしており、こんなに厳しい練習をしている

のだから３年生になった時は普段通りにやっていれば甲子園には出場出来ると思っていましたが結果は4回戦敗退、そ

んなにあまいものではありませんでした。

　実際に私の高校時代のレベルではとても日本代表でオリンピックに出場出来るなどとは夢にも思いませんでした。

　社会人野球に進んでからのレベルの高さ、パワー、スピード、１球にかける真剣さなどどれをとっても明らかに劣ってい

ました。

　今後野球をやり続け、生き残るために、自分の技術を磨きました、通常練習後にバッティングに関してはティー打撃

を含め少なくとも毎日500スイングを欠かさず、体力作りのためにはランニングを、ダッシュ・短・中・長距離を年間欠か

さずにこなし、冬は特に２時間、レギュラーを目指し、レギュラーになったら主軸を打てるように、一つずつ目標を決めて

毎日毎日どうすれば良いか考えながら頑張りました。

　より充実した紙面と運営費増加を目的に、しばらく休んでおりました広告を再開いたしました。広告内容は企業広
告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。ご希望
の方は下記までお問い合わせください。

●サイズ（約）：9cm×5cm　金10,000円　　●配布部数：約2,500部　　●レイアウトは編集部にお任せください。

●お問い合わせ先　電話／FAX：03－3322－7878（梅窓会事務所）

広告募集のお知らせ

日本学園梅窓会正会員各位
梅窓会は、この度懇親会を下記の内容にて開催する事になりましたのでご案内申し上げます。
開催日時：令和４年１月 22日（土）　12：00～ 14：30（2.5 時間）
場　　所：法曹会館（高砂の間）
 〒100－0013　千代田区霞が関 1－1－1
 (TEL) 03－3581－2146　　（FAX） 03－3581－2140
参加人員：150 名（期待値）
式次第に関しましては運営委員会にて検討いたしますので決定次第ご報告申し上げます。
※新型コロナの状況により中止／延期の場合は梅窓会のブログ（ホームページ）で告知します。
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会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに４万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年 会 費  １口：2,000円以上 毎年１回／同封の郵便振替用紙で納入してください。

  年会費２口以上の2,000円を超える額は賛助会費に組み込みます。

終身会費 40,000円 最初の１回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

　OBの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会ブログ」や梅窓
会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月を除く）午後に梅窓会事務室までご連絡をお願いいたしま
す。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内にありますメールアドレスまで直接原稿を投稿する
ことも出来ます。皆様の情報をお待ちしております。

ＯＢ情報大募集中！

検索梅窓会ブログ
検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
 クリックするだけでご覧になれます。

賛助金総額　824,000円

賛助金ありがとうございます

■10万円 宮原　洋一 S34
■５万円 匿　　　名 S32 小川　和夫 S34 薩川　友吾 H30
■４万円 柳町　崇雄 S43
■３万５千円 浦山　景次 S33
■３万円 井上　　徹 S35
■２万円 蓮見　一之 S34 高橋　利男 S36 松本　勝馬 S36
■１万円 宮田　勝彦 S18 池田　　稔 S23 海老原　真 S25
 崇東　有紀 S26 山田　家正 S28 小岩井明夫 S29
 半田　敏久 S29 吉澤　正行 S29 髙木　　光 S30
 桶下田雄三 S34 池田　好孝 S35 河野　文彦 S36
 中島　秀治 S41 野田　幸男 S41 水越　好治 S43
 佐久間慶一 S44 加藤　賢郎 S45 田村　秀夫 S51
 笹木　　薫 S56 柳田　紀之 S58 若山　大晃 H25
■８千円 堀川　利定 S17 猪狩　達夫 S29 佐藤　公一 S29
 植村　　茂 S31 三浦　輝雄 S33 千野　浩一 S34
 増田　伸二 H8 大野　慎時 H30
■５千円 山田　元録 S22 宗村　隆博 S33 野島　　巧 S35
 上村　輝夫 S37 田口　数幸 S40 内藤　政則 S57
 磯野　弘三 S60 城戸口大助 S63 簑島　　𥙿 H25
■４千円 小林　伸伍 S23 丹羽　義就 S25 坂本　隆博 S42
 三浦　昭夫 S48
■３千円 佐々木忠彦 S29 佐竹　好雄 S33 舛田　昭夫 S33
 石綿　孝充S36 植松喜代光 S36 古賀正二郎 S41
 今井　　均 S42 真野　英人 S46 細谷　洋太 S59
 千葉　健司 H4 中島　　脩 H27 スミス透海 R2
■２千円 中山孝次郎 S17 丸山　将平 S28 内地　　哲 S29
 三木　健一 S29 宮本　栄介 S31 関谷　栄一 S32
 野村　直人 S33 坂口　利夫 S33 大内　照夫 S34
 小野　幸雄 S34 風間　克美 S37 国枝　　裕 S42
 矢澤　　修 S43 岩沢　　毅 S45 峰岸　健一 S50
 益子　隆行 S57 小竹　章嗣 S59
■１千円 生方　良雄 S18 平山　誠一 S31 君塚　晴信 S37
 橘川　英雄 S43

　賛助金のお申し出以外で、終身会費が払い込みにもかかわらず余計にお支払い頂いた額を賛助金と
して入金させて頂きました。
　誠にありがとうございます。（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで受付分）

卒年／氏名／逝去年月日　

梅窓会会員の方がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで受付分）

S17 青木　伸雄 H29.10.9
S17 堀川　利定 H30.4
S18 大庭　克世 R2.2.26
S19 本間　享二 H29.12.20
S19 平田　健蔵 R 元
S20（4） 古川　　融 R元 .3.16
S20（4） 矢田　勊士 R2.9.19

S25 海老原　眞 R元 .12.27
S26 纐纈　浩三 R 元 .6
S29 小川　　昭 R 元 .5.14
S29 井上　哲夫 R2.2.8
S32 中野　雄二 R2.8.9
S32 布村　公男 R2.9.17
S33 坂口　利夫 R2.12.25

S34 梶谷　　直 H30
S35 水島　　豊 R2
S43 小野寺良修 
S59 一番ケ瀬広志 R2.7.27
H11 小泉　浩史 H21.2.10
H2 岩佐　　祐（学園警備員） 
    R3.9.19

哀悼（敬称略　卒年順）

インタビュー

Mr.社会人野球　西郷泰之

オリンピックの思い出
　冒頭に2021年８月７日（土）横浜スタジアムで東京オリンピック野球競技の決

勝戦が行われ見事に日本がアメリカを倒して金メダルを獲得しました。

　『野球競技に関わった人間として大変嬉しく非常に感動いたしました。本当に

おめでとうございます。』

　の挨拶から対談が始まりました。

　西郷氏は、日本学園硬式野球部を1991年終了後に三菱自動車川崎（現在の

三菱ふそう川崎）のセレクションを受け採用が決まり社会人野球選手としての本

格的なスタートを切った。

　2009年にホンダ自動車に転籍するが、都市対抗での６回の優勝、橋戸賞（最高殊勲選手）を獲得した経験もあり

1996年にはアトランタ五輪のメンバーに選ばれ打率４割８分１厘で日本の銀メダル獲得に大いに貢献しました。

　2015年（43歳）に現役を引退するが社会人野球に於ける都市対抗野球ホームラン通算14本塁打は歴代１位の記録

保持者である、５本が金属バットで９本が木製バット（同記録保持者は金属バットでの記録である）。絶頂時に頭蓋

骨骨折の不幸なアクシデントにあうが、その後、本人の奇跡的な努力により現役復帰し野球選手のみならず野球関係

者から知らずのうちにMr.社会人と呼ばれるようになった。

－その西郷氏に野球人生、アトランタ五輪の思い出などの話を伺いました
　『日本学園在学中は野球部員として甲子園出場を目指し毎日厳しい練習をしており、こんなに厳しい練習をしている

のだから３年生になった時は普段通りにやっていれば甲子園には出場出来ると思っていましたが結果は4回戦敗退、そ

んなにあまいものではありませんでした。

　実際に私の高校時代のレベルではとても日本代表でオリンピックに出場出来るなどとは夢にも思いませんでした。

　社会人野球に進んでからのレベルの高さ、パワー、スピード、１球にかける真剣さなどどれをとっても明らかに劣ってい

ました。

　今後野球をやり続け、生き残るために、自分の技術を磨きました、通常練習後にバッティングに関してはティー打撃

を含め少なくとも毎日500スイングを欠かさず、体力作りのためにはランニングを、ダッシュ・短・中・長距離を年間欠か

さずにこなし、冬は特に２時間、レギュラーを目指し、レギュラーになったら主軸を打てるように、一つずつ目標を決めて

毎日毎日どうすれば良いか考えながら頑張りました。

　より充実した紙面と運営費増加を目的に、しばらく休んでおりました広告を再開いたしました。広告内容は企業広
告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。ご希望
の方は下記までお問い合わせください。

●サイズ（約）：9cm×5cm　金10,000円　　●配布部数：約2,500部　　●レイアウトは編集部にお任せください。

●お問い合わせ先　電話／FAX：03－3322－7878（梅窓会事務所）

広告募集のお知らせ

日本学園梅窓会正会員各位
梅窓会は、この度懇親会を下記の内容にて開催する事になりましたのでご案内申し上げます。
開催日時：令和４年１月 22日（土）　12：00～ 14：30（2.5 時間）
場　　所：法曹会館（高砂の間）
 〒100－0013　千代田区霞が関 1－1－1
 (TEL) 03－3581－2146　　（FAX） 03－3581－2140
参加人員：150 名（期待値）
式次第に関しましては運営委員会にて検討いたしますので決定次第ご報告申し上げます。
※新型コロナの状況により中止／延期の場合は梅窓会のブログ（ホームページ）で告知します。
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